
3 広報ひの 12月号 -2014 ‐ 2きらりと光る　まち　日野町

◀左から、がんがん（こうもり）＝藤原敦子さん、
びりびり（同）＝長尾光貴さん、ばんばん（同）
＝加藤良子さん、ばりばり（同）＝音田いく子
さん、ばくばく（同）＝倉間紀代子さん

▲後列左から、チュチュ（毒グモ）＝毛利智尋
さん、ジュジュ（同）＝足立佳菜さん、前列左
から、ジェジェ（同）＝足立麻緒さん、ジャジャ
（同）＝阿部瑞季さん

◀左から、夕陽（バ
ク）＝宮脇淳子さ
ん、夢番地（同）
＝蔵本奈美さん、
夕焼け（同）＝瀬
田琴未さん、小焼
け（同）＝阿部七
美さん

▶左から、そのこ（キ
ノコ）＝山田楓夏さん、
あのこ（同）＝亀﨑理
映さん、ピコ（同）＝
亀﨑真由梨さん、きの
こ（同）＝藤原さくら
さん、ドコモダケ（同）
＝亀﨑翔真さん

◀
長
谷
部
信
連
（
野
獣
）
＝
中
村
信
夫
さ
ん

◀
平
　
時
子
＝
加
藤
梨
馨
さ
ん

▶
毒
蝮
三
太
夫
＝
佐
々
木
航
太
郎
さ
ん

　

日
野
町
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
な

ど
を
題
材
に
、
今
年
で
第
13
回
を
迎

え
た
日
野
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
魔

法
に
か
か
っ
た
信の

ぶ

く
ん
と
な
か
ま
た

ち
～
は
せ
べ
の
ぶ
つ
ら
の
描
い
た
夢

タ
ウ
ン
・
小
京
都
『
ひ
の
』
を
行
く
～
」

が
、
11
月
9
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
昼
と
夜
の
2
回
上
演
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
総
勢
21
人
が
出
演
し
、
約
半
年
間

の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
平
安

時
代
末
期
、
平
家
に
捕
え
ら
れ
、
金

持
に
流
刑
さ
れ
た
7
年
間
、
日
野
の

地
に
京
の
文
化
を
伝
え
た
と
い
わ
れ

る
長
谷
部
信
連
が
登
場
す
る
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
。

　

現
代
の
宝
仏
山
で
道
に
迷
い
込
ん

で
し
ま
っ
た
学
生
た
ち
と
、
千
年
の

時
を
越
え
考
古
学
者
に
姿
を
変
え
発

掘
調
査
を
し
て
い
る
毒
蝮
三
太
夫
。

彼
は
、
己
の
野
望
を
果
た
す
た
め
に

西
暦
1
１
８
０
年
に
時
を
逆
流
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
毒
蝮

に
呪
い
を
か
け
ら
れ
、
醜
い
野
獣
の

姿
に
な
っ
た
長
谷
部
信
連
た
ち
の
姿

が
・
・
・
。
毒
蝮
は
魔
法
で
人
々
を

あ
や
つ
り
、
平
清
盛
の
妻
と
な
る
は

ず
の
時
子
と
の
仲
を
裂
き
、
時
子
を

自
分
の
妻
に
し
て
日
本
の
歴
史
を
塗

り
替
え
よ
う
と
た
く
ら
み
ま
す
。

　

神
話
版
「
美
女
と
野
獣
」
と
も
い

え
る
今
作
は
、
一
途
な
思
い
の
信
連

と
壮
絶
な
過
去
を
持
つ
毒
蝮
、
そ
し

て
真
実
の
愛
を
探
す
時
子
を
中
心
と

し
て
、
最
後
は
み
ん
な
が
過
去
を
振

り
返
ら
ず
に
未
来
へ
明
る
く
進
ん
で

い
く
と
い
う
、
感
動
の
物
語
で
す
。

　

昼
と
夜
の
公
演
と
も
会
場
は
満
員

と
な
り
、
笑
い
を
誘
う
シ
ー
ン
や

し
っ
と
り
と
歌
い
上
げ
る
シ
ー
ン
、

そ
し
て
迫
力
あ
る
殺た

て陣
の
シ
ー
ン
な

ど
、
出
演
者
の
熱
演
に
客
席
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

第
13
回
日
野
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
歌
い
上
げ
る

▲時子を守るため毒蝮と戦う信連

▼現代にいたころの思い出がこみ上げる

▲あふれ出すふるさとへの愛を歌う

▲好きな人への思いを歌に乗せて▲歴史が交差したこの地から、未来へ向かって。きらりと光るまちへ


